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ＪＡグループは 年に「創造的自己改革への挑戦」を決議し、組合　員・地域住民の営農を守り、総合事業の展開や地域貢献活動などで豊かで暮らしやすい地域社会

を実現するため、様々な取り組みを行っています。

ＪＡいぶすきは、食と農を基軸に地域に根差した協同組合として、組　合員・役職員が一体となって農業振興・地域の活性化につながる事業や活動に取り組み、創造的

自己改革の柱である 「農業者の所得増大」「農業生産の拡大」「地域の　活性化」 を着実に実践し、組合員・地域住民から愛され、信頼されるＪＡを目指してまいります。 

農業者の所得増大・農業生産の拡大

ＪＡ生産部会員や

役 職員が県外大手

スーパーや首都圏 

の青果市場で、管内 

農産品の特徴や美味

しさ、品質の高さを

積極的にアピール 

しています。 

管 内 農 畜 産 物 の 

品質と美味しさを

消費者に伝えるた

め、テ レビや新 聞

などのマスメディ

アと情報共有を図

り、番 組制作へ の

協力や、取材の呼び込みを行っています。 

集落座談会や組合 

員組織との意見交換

会などで、ＪＡ事業

に関する相互理解や 

生 産者・部会員 と

のふれあい活動を

行 い、意見要望 の

集約と反映を行っています。 

作物ごとの講習会や

目揃え会での営 農 

指導、農 家 支 援 の

職員巡回などで、

農 業 所得向上への 

経 営・営 農 支 援 を 

行 い、安 心 安 全 な 

農産物の提供をサポートしています。 

生産者の負担軽減へ

向け、個人では処理

が難しい農業用使用

済みプラスチックの

引き取りや、ＪＡ職員

の米刈り取り応援、

突風被害の復旧など

を行っています。 

「喜入のわいわい

祭り」や「いぶすき

産 業 ま つ り」な ど

で、地 元農畜 産物

を販売しています。

畜 産 部 で は、地元 

産Ａ５ランク牛肉の 

販売活動を毎年行うなど、消費拡大に大きく貢献 

しています。 

ビニールハウスや

農業機械の購入資

金として、農業近

代化資金などの制

度資金を取り扱っ

ています。 

2019年は、102件

を受け付け、7億9,518万を融資しました。 

県内外での販売促進活動 営農指導での技術向上と農家支援

地元農畜産物の消費拡大運動 マスコミを活用した情報発信

労力削減への取り組み 組合員・地域住民との対話運動

予約注文書やキャ

ンペーン・フェア等

で生産資材をお安

く提供し、ＪＡ広

報紙「なのはな」

などでの周知を図る

事で、より多くの

方にお得な生産資材の購入をご提案しています。 

肥料・農薬フェアの実施農業資金の提供

地域の活性化 

支所まつりや地域

イベントへの出店・

運営協力を積極的

に行い、職員と地域

住民のふれあい活

動と地域の活性化

を行っています。 

地域の子どもたちが

農作業を体験できる

「あぐりスクール」を

はじめ、県立山川高

等学校や各小学校、

生産者と協力して

食農教育活動を行

い、農業と食の大切さを伝えています。 

市立北指宿中学校

と地元農産品をア

ピールする看板作り

や、ＪＡ-ＹＯＵＴＨ

旗争奪ソフトボール

大会などのイベント

開催を通して、次世

代を担う子どもたちの育成支援を行っています。 

ＪＡいぶすき山川花

き部会員やＪＡ職員

などが、運転してい

るドライバーへチラシ

や農産物を配布して

交通安全を呼びかけ

るなど、安心して暮

らせる地域づくりに貢献しています。 

女性大学や助けあい

活 動、料理や手芸

な ど の趣 味、健 康

の維持向上のため

のスポーツ、環 境

保全活動、食育活

動などに取り組む

ほか、地域イベントへ積極的に参加し、地域が 

元気になる取り組みを続けています。 

高齢化や過疎化で

移動手段の確保が

難しい地域の生活

を 守 るた め、管 内

65ヶ所で移動販売

を行っています。

今後も要望を聞き

取り、ニーズを把握しながら運行して参ります。 

毎月第２金曜日に、

職員が支所・事業所

周辺で、ゴミ拾いな

どの清掃活動を行っ

ているほか、喜入地

区では、地元の振興

会と協力した海岸清

掃を行うなど、環境保全に取り組んでいます。 

JAで年金口座を開設

すると、年金友の会

に 入 会 で き ま す。 

グラウンドゴルフ大

会や懇親会など、地

域に合わせた活動・

イベントを通して、

参加者の健康増進や暮らしの充実を図っています。 

移動販売車の集落巡回 地域イベントを通じた貢献活動 

教育活動への取り組み 

ＪＡ女性部の活動 ＪＡ青年部の活動 

街頭キャンペーンでの呼びかけ 

地域の清掃活動 年金友の会活動を通じた暮らしの充実 

公式イメージキャラクター
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１．前年度に比べ売上げが大きく減少している組合員のみなさんを支援します

２．組合員のみなさんの経営継続に向けた支援をします

３．組合員のみなさんの資金繰りを支援します

４．繁殖牛・肥育牛を育てている組合員の皆さんを支援します

５．組合員のみなさんの次期作への取組みを支援します (対象品目：野菜・花き・果樹・茶など)

新型コロナウイルス対策関連事業をご紹介します！
（ 新 型 コ ロ ナ ウ イ ル ス に 負 け る な ！ ）

事業名 内 容 対象期間

持続化給付金

【主な支援内容】
給付上限額 法人：200万円 個人：100万円

制度詳細は専用HP参照（https://www.jizokuka-kyufu.jp/）
【主な要件】
事業継続意思があり、ひと月の売上げが前年同月比50％以上減少している農業者等

申請期間：
令和2年5月1日～令和3年1
月15日）

事業名 内 容 対象期間

経営継続補助金

【主な支援内容】 （補助上限額：単独申請は150万円、共同申請は1,500万円）
１．省力化機械の導入など生産・販売方式の転換に必要な経費の支援

（補助率：3/4、上限100万円）
２．業種別ガイドライン等に即した消毒、換気設備等の感染防止対策の経費の支援

（補助率：定額、上限50万円
制度詳細は専用HP参照(https://www.maff.go.jp/j/keiei/keizoku.html)

実施期間：令和2年5月14日
～12月31日
申請期間

1次受付締切
7月10日(金) ＪＡいぶすき
2次 (調整中)

事業名 内 容 対象期間

新型コロナウイ
ルス感染症対策
のための金融支

援事業

【主な支援内容】
１．資金繰りや施設整備のための資金について、貸付当初5年間実質無利子化

(対象資金、融資枠を拡充）
２．農業近代化資金等の民間資金の借入れについて、農業信用基金協会等による債務
保証の当初5年間の保証料免除（対象資金、保証枠を拡充）

３．資金繰りのための資金について実質無担保等による貸付及び債務保証を措置
（対象資金、融資枠・保証枠を拡充）

原則、補正予算成立後から、
令和3年3月31日まで（ただし、
資金繰り関係の利子助成等
は、令和3年1月31日まで）

事業名 内 容 対象期間

優良肉用子牛生
産推進緊急対策
事業

【主な支援内容】
経営改善に向けた取組を行う生産者に対し、子牛販売頭数に応じて奨励金を交付
・子牛(黒毛和種)の月毎の全国平均価格が60万円を下回った場合、1万円/頭
・ 〃 57万円を下回った場合、3万円/頭

令和2年5月～12月

肥育牛経営等緊
急支援特別対策
事業

【主な支援内容】
１．出荷頭数に応じて奨励金を交付

・2万円/頭（2つ以上の取組に取り組む場合）
・4万円/頭（枝肉価格が前年同月比30％下落し、3つ以上の取組に取り組む場合）
・5万円/頭（枝肉価格が前年同月比40％下落し、3つ以上の取組に取り組む場合）
※取組みメニュー①飼料分析、②血液分析、③肉質分析、④畜舎環境、⑤経営分析

２．牛マルキンの生産者負担金の納付を猶予
３．肥育牛の出荷延期に伴う掛かり増し経費を支援

令和2年度

事業名 内 容 対象期間

高収益作物次
期作支援交付
金

【主な支援内容】

１．次期作に前向きに取り組む生産者に対し、種苗等の資材購入や機械レンタル等を支援

一 般 ：5万円/10ａ (中山間地域5.5万円/10a)
施設花き等：80万円/10ａ
施設果樹 ：25万円/10ａ

２．高収益作物の生産者に対し、新たな品種の導入や新たな販売契約に向けた対応等の

取組を支援

定額支援：2万円/10ａ×取組数 (中山間地域5.5万円/10a)
３．花きや茶等の高品質なものを厳選して出荷する取組みを支援

定額支援：2,200円/人・日

令和2年度

申請締切

市町村ごとに異なります

※ 上記の詳しい内容については、
ＪＡまでご相談ください！

新型コロナウイルス対策として、令和2年度の第1次・第2次の補正予算で様々な生産者支援事業が措置されま
した。（農林水産業関連予算：1次 5,448億円、2次 658億円）
主な事業をご紹介いたしますので、自分の経営・営農の状況に応じて活用をご検討下さい。

喜 入 支 所
中 部 支 所
南 部 支 所
山川統括（本所）
開聞中央支所
えい中央支所
青 戸 支 所

３４５－１２１１
２５－４２１１
２２－３６３６
３５－３４１２
３２－３１３１
３６－１１３１
３９－０１１１

東部経済課（喜入）
東部経済課（指宿）
中央経済課（山川）
中央経済課（開聞）
西 部 経 済 課
観 葉 セ ン タ ー
茶 業 セ ン タ ー

３４５－２２３３
２３－３８３８
３５－２１６６
２７－２２５５
３６－１１３４
２３－３４３３
３９－０２５１

総 合 サ ポ ー ト 室
農 産 部 ・ 営 農 課
畜 産 部
金融共済部・金融課

３５－３４１１㈹
３ ５ － ３ ４ １ ４
３ ５ － ３ ４ ５ ７
３ ５ － ３ ５ ９ ５

知らなきゃ損！

本所
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　ＪＡいぶすき野菜部会山川かぼちゃ部会は５月28日、指宿市山
川のＪＡ徳光集荷場と小川集荷場で、2020年度産春カボチャの出
荷説明会を開きました。生産者やＪＡなど約90人が参加し、集荷
したカボチャを並べ、集荷方法や規格基準などを確認しました。
　また、出荷説明会では、県南薩地域振興局農政普及課の向吉健二
農業技師が、今後の栽培管理や不織布マルチを使った省力化技術の
説明を行いました。
　ＪＡでは2020年度、共販面積約92ヘクタールで、共販量1,390ト
ン、共販金額３億457万円を計画しています。 カボチャの生育を見比べる参加者

　ＪＡ管内で５月29日から６月末まで、2020年度産プラ
ムを出荷しました。指宿・開聞・えいの生産者がコンテナ
いっぱいにプラムを積み込み、ＪＡ東部経済課の指宿集荷
場に持ち込みました。
　プラムは甘酸っぱい味と香り、濃紫の果色が特徴です。ＪＡは、青果用を鹿児島県内や福岡県に、
ジュースの原料などに使う加工用を熊本県などに出荷しています。
　ＪＡ東部経済課の飯伏満博課次長は「例年に比べ、小玉傾向となったが品質は良い。選別を徹底
し、消費者に喜ばれるプラムを届けたい」と語りました。
　ＪＡでは2020年度、共販量17トンのプラムを出荷しました。

　ＪＡ鹿児島県経済連とＪＡが６月９日、指宿
市山川、開聞、南九州市頴娃町の３地区で、ド
ローンを使った農薬散布の実演会を開きまし
た。山川地区の実演会には生産者、行政、ＪＡ
職員など約30人が集まり、ドローンで約40アー
ルのサツマイモ畑に農薬を散布しました。
　見学した農家の桑鶴健太さん（32）は「運用
時間が短く、労力軽減や作業効率の向上になる
と感じた。自分の畑でも試してみたい。」と話
しました。
　ドローンは10分間飛行可能で、10リットル
のタンクで一度に約１ヘクタールの農薬が散布

できます。今後はＪＡ管内の地区ごとに散布を
希望する生産者を募り、農作業の負担軽減で、
生産者の所得向上と生産拡大を図ります。

選果機で選別されるプラム

農薬を散布する
ドローン

離陸するドローンを見守る
参加者

春カボチャ出荷に向け説明会を開く

「いぶすき」から今年も甘酸っぱい
プラムが続々出荷

生産者がドローンの農薬散布を見学
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　南九州市頴娃町の谷場自治会「谷場みどり八
日会」は５月 20 日、市立別府小学校と九玉小
学校の児童や教員らへ、会員が製造した 2020
年度産の新茶約３キロを贈りました。
　谷場みどり八日会は茶生産者 30 人で活動し
ています。急須で入れた「知覧茶」の美味しさ
を地域住民に知ってもらおうと、町内の 17 事

業所にも合わせて新茶 15キロを贈りました。
　会長の下窪明人さんは「最近は新型コロナウ
イルスの感染対策が必要とされているが、茶に
は免疫力アップや抗菌作用など、たくさんの機
能性がある。新茶をたくさん飲んで、元気に過
ごしてほしい。」と話しました。

　ＪＡは５月 28 日、指宿市立開聞小学校裏の
畑でアグリスクールを開きました。３年生の児
童や教員、保護者など約 30 人が参加し、地域
の生産者やＪＡ職員に指導を受け、３種類のサ
ツマイモ苗を約 450 本植えました。
　植え付けに参加した迫中豪君は「初めてサツ
マイモの苗を植えた。収穫したら天ぷらにして
食べたい。」と話しました。

　開聞小学校アグリスクールは、ＪＡいぶすき役
職員と生産者で構成する支所ふれあい委員会が主
体となり、毎年開いています。今後は、学校と協
力しながら10月の収穫まで管理を行い、収穫し
たイモはＰＴＡバザーで販売する予定です。

　地域農家やＪＡいぶすき青年部で構成する南九州市頴
娃町の牧之内地区一工区営農組合は、６月 13 日に同地
区の水田５アールで「ふれあい農業体験学習」を開きま
した。参加した市立宮脇小学校の５年生 19 人は、組合
員や教員に教わりながら、水稲苗を植えました。参加し
た田原笑羽君は「田植えは２度目だが、とても楽しかっ
た。おいしいお米に育ってほしい。」と話しました。
　同組合の体験学習は宮脇小学校の５年生が対象で今年
で 12 年目を迎えます。収穫や、精米、調理体験、バザー
の販売などを通して、食の大切さを伝えています。
　伊瀬知正人組合長は「児童みんなが真面目に植えてく
れた。お米の大切さを知って、思い出にしてほしい。」
と話しました。

苗を植える児童 

生産者に教わりながら
児童がサツマイモを植える

生産者に教わりながら児童が田植え体験

「知覧茶」飲んで元気に
自治会が学校などへ新茶を贈呈

新
茶
を
贈
呈
す
る
下
窪

さ
ん
（
右
）
と
受
け
取

る
別
府
小
学
校
教
員 

◀

水稲苗を植える児童
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　ＪＡいぶすきは６月15日から７月末まで、
株式会社農協観光の社員７人を臨時で雇用して
います。社員はオクラの集荷ピークに合わせ、
指宿市内のＪＡ指宿選果場でオクラ選果作業の
応援を行っています。
　旅行や観光の企画を行う同社は、新型コロナ
ウイルスの影響で営業が縮小し、社員の収入安
定と労働力の活用を狙いに、同社がＪＡに雇用
を働きかけました。
　同社の柚木清花さん（25）は「初めての選果
で不安だったが、優しく教えてくれてとても助

かった。一生懸命作業して、生産者の頑張りを
消費者に伝えたい。」と話しました。

　ＪＡいぶすきは、新型コロナウイルスで需要が減少している観葉植
物の生産者を応援するため、ＪＡ職員が自主的に購入する取り組みを
進めました。５月から注文された観葉植物は100鉢を超え、６月24日
に職員へ配達されました。
　ＪＡでは、観葉植物以外にも、新型コロナウイルスの影響で需要が
激減している鹿児島黒牛肉や、花などの消費を後押ししています。営
農資材・産地直売店舗「あっど！いぶすきみのり館」では、毎月29
日の「にくの日」に合わせて鹿児島黒牛肉を４割引きで販売している
ほか、ＪＡの花き部会と地元生花店、商店街が協力して消費者へ花を
配る運動などを行っています。

　ＪＡ管内で、2020年度産サツマイモ「えいもちゃ
ん（紅さつま）」の出荷が始まりました。
　ＪＡいぶすきえいさつまいも専門部は５月26日、
釜蓋神社でえいもちゃんの初荷奉納祈願を行いまし
た。同専門部役員、ＪＡなど５人が、2020年度産の
豊作と農作業の安全を祈願し、初収穫のえいもちゃ
んを奉納しました。
　ＪＡでは2020年度、大阪・名古屋方面を中心に
出荷し、部会員数74人で、栽培面積約70ヘクター
ル、共販量1,500トンの販売を計画しています。えいもちゃんを奉納する福吉組合長

選果場でオクラを選果する農協観光の社員

観葉植物の出荷作業を行う
ＪＡ職員

農協観光社員がＪＡで奮闘

ＪＡが農産物の需要を後押し

「えいもちゃん」を続々収穫
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　ＪＡいぶすき野菜部会協議会の西田光宏かぼちゃ専門部会長が、畑で双
子のカボチャを見つけました。
　カボチャは６月末まで、あっど！いぶすきみのり館に展示されました。

　ＪＡは６月12日から16日まで、管内農家から注文を受けた普
通期水稲苗を配りました。12日は、鹿児島市喜入地区の生産者
が引き取りに訪れ、育苗センターで育成した苗を、農家の軽ト
ラックへ次々と積み込みました。
　配布した水稲苗は順次植えられ、９月下旬から収穫予定です。

　ＪＡいぶすき野菜部会協議会開聞地区オクラ副部会長の永
田満さんが、６月22日に鹿児島読売テレビの番組「ユメイ
ロ＠ネット」の取材を受けました。リポーターの田上真澄さ
んにオクラの特徴を紹介し、一緒にオクラを収穫しました。
　また、採れたてのオクラを調理し、美味しさなどをアピー
ルしました。
　番組は７月４日（土）に放送されました。

　２月20日から定植している100株のエリザベスメロンを、５月中旬に無事出荷する事ができまし
た。あっど！いぶすきみのり館に約160玉（Ａ品50玉、Ｂ品80玉、Ｃ品30玉）、直販加工場に60玉、
合計で220玉を出荷しました。
　うどんこ病やアブラムシ、灌水のタイミングなど、栽培を行う上で苦戦しましたが、営農指導員や
先輩のメロン生産者の方にご指導いただきながら、収穫を迎える事ができました。
　今年の反省をいかし、来年もチャレンジしたいと思います。

◀西田部会長と双子のカボチャ

出演した永田さん（左）と田上リポーター

水稲苗を積み込むＪＡ職員

畑から双子のカボチャが見つかる

開聞地区の生産者がテレビに出演

ＪＡ管内で普通期水稲苗配布

あっど！メロン
（幸せの黄色いメロン）

収穫しました！！
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試   験 日時（予定） 試 （予定） 

学科試験 

（一般常識、 

作文） 

2020年8月17日 (月) 鹿児島市 南国センタービル 

2020年8月28日 (金) 指宿市 JAいぶすき本所 

2020年8月28日 (金) 指宿市 ＪＡいぶすき本所 面接試験  

2. 受験資格 
 2021年3月卒業見込みの方 

3. 受付期間および提出書類 

 下記の提出書類を2020年8月11日までに郵送して下さい。 

  （1）履歴書（写真添付） ･･･ 1通 
     (3ヶ月以内 3ｃｍ×4ｃｍ） 
 

  （2）学業成績証明書 ･･･ 1通（新規学卒者のみ） 
 

  （3）卒業証明書または卒業見込証明書 … 1通 

ＪＡいぶすき 令和３年度新採用 

職員募集中!職員募集中! 

JAいぶすきイメージキャラクター 

「オクラスター」 

※学科試験については、鹿児島市・JA本所どちらかの受験となります。 

 

   いぶすき 

TEL:0993 35 3411

〒891 0516
指宿市山川成川３８３０ 

  人事教育課（吉永・花田）  

E-mail: 

ibu.100-130@ks-ja.oｒ.jp 

よしなが  はなだ 

  

1. 募集職種 
 総合職（事務、窓口業務、営業など）、営農指導職 

中途採用職員も随時募集中です！ 

ＪＡいぶすき女性部は６月17日、指宿研修セン
ターで料理教室を開きました。「疲れないからだに
なる　鉄分ごはん」をテーマに、切り干し大根と
キャベツのマリネやわかめとキノコの梅おろし、豚
ももしゃぶしゃぶ肉とピーマンの柚子胡椒マリネな
どを作りました。
料理教室は毎月第３水曜日に行っていますので、

ぜひ参加してみて下さい。

ＪＡいぶすき女性部は６月19日、指宿研修セン
ターで女性大学「なごみ」を開講しました。第１回
は加工品作りに取り組み、タマネギとリンゴ、ニン
ニクを材料にしたドレッシングと、ヨモギとココア
のふくれ菓子を作りました。
次回は７月17日に薬草教室を行う予定です。

女性部活動
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理
事
会
参
与
の
選
任
に
つ
い
て

・
Ｊ
Ａ
い
ぶ
す
き
子
会
社
「
い
ぶ
す
き
菜
の
花
㈱
」
取

締
役
の
選
任
に
つ
い
て　

他

　
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ

ル
ス
に
対
す
る
緊
急

事
態
宣
言
は
解
除
さ

れ
て
久
し
く
な
り
ま

す
が
、
社
会
的
な
自

粛
は
長
引
く
雰
囲
気

の
よ
う
で
す
。
紙
面

の
11
ペ
ー
ジ
で
も
生

産
者
へ
の
様
々
な
支

援
策
を
紹
介
し
て
お

り
ま
す
が
、
ま
ず
何

よ
り
経
済
の
動
き
が

一
刻
も
早
く
復
帰
す

る
事
を
願
う
ば
か
り

で
す
。

編
集
後
記

表紙の写真
　開聞小学校アグリスクールでの一
枚です。子ども達は周りの大人に質
問をしながら、一生懸命植え付けて
いました。
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喜 入 支 所
中 部 支 所
南 部 支 所
山川統括（本所）

　(099)-345-1211
　(0993)-25-4211
　(0993)-22-3636
　(0993)-35-3412

開聞中央支所
えい中央支所
青 戸 支 所

　(0993)-32-3131
　(0993)-36-1131
　(0993)-39-0111
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